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大谷翔平選手と東京オリンピック2020+1 
校長 T.I. 

 最近のスポーツニュースの話題に欠かせないのが，アメリカ大リーグ「ロサンゼルス・エンゼルス」に所属してい

る大谷翔平選手の活躍です。大谷選手は1994年生まれの27歳。大谷選手と同じ年のアスリートには，フィギュアス

ケートの羽生結弦選手や，水泳の萩野公介選手，瀬戸大也選手，バドミントンの桃田賢斗選手，奥原希望選手，スピ

ードスケートの髙木美帆選手，バスケットボールの渡邉雄太選手…等，世界で活躍するアスリートが多いことでも，

よく話題になっています。 

 大谷選手の活躍が注目される理由として，投手と打者の両方で活躍しているということがありますが，特に今年は

本塁打の数でトップを走り，ホームラン王が期待されるほどです。また，野球の技術，成績だけでなく，コミュニケ

ーション力があり，礼儀正しいという人柄も人気の秘密になっているようです。 

 大谷選手の御両親が，二人ともスポーツ選手であったことや，身

長193ｃｍという恵まれた体格であることから，野球をする上で能力

的に恵まれていたということはあると思いますが，大谷選手自身が

高校1年のときに目標をしっかり見定め，その目標達成のために具

体的な行動目標を決めていたことが，成功の秘訣として数年前に取

り上げられました。「ドラフトで8球団以上から1位指名を受け

る」という目標のために，「コントロール」「体づくり」「スピー

ド」などの技術的な面からの目標だけでなく，「運」「人間性」と

いった項目からもどう行動すべきかを考えているところが興味深い

し，チームメイトやファンから愛される人間性や礼儀正しさという

ことが，この頃には大切なものとして意識していたのだなあと，あ

らためて感心させられます。 

  さて，もうすぐ東京オリンピックが

開催される予定です。2013年に招致が決まったときの歓喜のシーンはよく覚えていま

すし，生きている間，日本でオリンピックを見ることはないだろうと思うと2020年が

とても楽しみでした。しかし，コロナウィルス感染のため1年延期となり，開催を間

近に控えた今でも，さまざまな不安を抱える状況です。 

 代表となった選手たちは，大谷選手と同じように，掲げた目標のためにさまざまな

努力をしてきたことでしょう。私たちのようなごく普通の人たちも，大なり小なりの努力をして，今があります。だ

からこそ，スポーツというわかりやすい形で努力が報われる姿を見て，尊敬の念を抱いたり，共感したり，元気をも

らったり，楽しんだり…という感動を味わうことができるのではないでしょうか。 

今年のオリンピック。手放しで楽しめる状況ではないかもしれませんが，それでも，この夏はアスリートの活躍を

しっかり心に刻みたいと思います。  

←納官小学校HP 

学習情報センターHP→ 



 研究公開～大勢の学校関係者が来校しました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         納官キッズ頑張っています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７・８月の行事予定   行事は中止や変更になる場合があります 

7/16(金) 

20(火) 

22(木) 

23(金) 

26(月) 

スクールカウンセラー来校 

１学期終業式 

海の日 

スポーツの日 

夏休みラジオ体操(～30) 

8/2(月) 

11(水) 

20(金) 

23(月) 

出校日 

学校閉庁(～13) 

出校日 

夏休みラジオ体操(～27) 

健全歯(治療済みも含めう歯がない状態)児童の表彰 

◇ お口の健康優良賞表彰 ◇ 

１年 Y さん 

３年 G さん K さん 

５年 K さん 

歯の定期検診やう歯治療への御協力もありがとうござい

ます。今年度も既にう歯治療率100％です。 

 

町スポーツ少年団競技別交歓大会(剣道)入賞 

◇ 個人戦 ４年生以下の部 ◇ 

優 勝 ３年 K さん 

優 勝 ３年 A さん 

◇ 個人戦 4,5年生の部 ◇ 

優 勝 ５年 N さん 

準優勝 ４年 Y さん 

 

６月18日(金)に研究公開を実施しました。全国的に今年度から活用が始まっている１人１台端末の

活用を中心に，本校が１年間取り組んできた成果の一部を公開しました。当日は，100人近い来校者が

あり，時期的に感染症対策や大雨になった際の人の動きなど，運営面でもいろいろと心配を抱えなが

らの実施でしたが，盛会のうちに終了しました。 

当日は，3,4年生の道徳，5,6年生の国語の授業を公開しました。かなりの人数の参観者に囲まれて

の授業になりましたが，みんな落ち着いて普段どおりの学習活動ができていました。研究公開は，教

員の研修のための側面が強いですが，子供たちにとってもなかなかできない貴重な経験となりまし

た。町内外，そして島外からの参加者との活発な意見交換や，研究の先端を行く２人の大学の先生か

らの講話と，盛りだくさんで有意義な会となりました。 

納官小では，予測不能な未来を子供たちが力強く生きていくために，引き続き文房具同様の学習道

具としてICTを活用しながら，課題を自分で解決していくための力や学び方，新しいものやことに果敢

に挑んでいく態度を育てていく中で，学校教育目標の達成を図っていきます。 



 


